





Problems of the caring skill program of viewing from the “goal achievement of 
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 1 ． 他者に共感でき，相手の立場に立って考えられる姿勢を身につける 
 2 ． あらゆる介護場面に共通する基礎的な介護の知識・技術を習得する 
 3 ． 介護実践の根拠を理解する 
 4 ． 介護を必要とする人の潜在能力を引き出し，活用・発揮させることの意義について理解できる 
 5 ． 利用者本位のサービスを提供するため，多職種協働によるチームアプローチの必要性を理解できる 
 6 ． 介護に関する社会保障の制度，施策についての基本的理解ができる 
 7 ． 他の職種の役割を理解し，チームに参画する能力を養う 
 8 ． 利用者ができるだけなじみのある環境で日常的な生活が送れるよう，利用者ひとりひとりの生活している状態を的確に
把握し，自立支援に資するサービスを総合的，計画的に提供できる能力を身につける 







 本学における介護技術講習会は，4 日間を 1 クー






全 4 日間の日程で 2 回にわたり介護技術講習会を
開催し，いずれも土曜日と日曜日の開講で，受講




















項目を作成し（質問項目の詳細は表 4 ），4 段階



















































  度数 （％） 
女性 55 (80.88) 
性別 
男性 13 (19.12) 
21～25歳  3 (  4.41) 
26～30歳  9 (13.24) 
31～35歳  5 (  7.35) 
36～40歳  8 (11.76) 
41～45歳 13 (19.12) 
46～50歳  9 (13.24) 
51～55歳 11 (16.18) 
56～60歳  6 (  8.82) 
61歳以上  3 (  4.41) 
年齢 
不明  1 (  1.47) 
仕事の有無 仕事をしている 68 (100.00) 
常勤 31 (45.59) 
非常勤 33 (48.53) 就業形態 
不明  4 (  5.90) 
特別養護老人ホーム  5 (  7.35) 
老人保健施設  8 (11.76) 
療養型医療施設  2 (  2.94) 
通所介護 13 (19.12) 
訪問介護  9 (13.24) 
有料老人ホーム 10 (14.71) 
グループホーム  2 (  2.94) 
障害者関連施設  9 (13.24) 
職場の種別 
その他 10 (14.71) 
3年未満 15 (22.06) 
3年～5年未満 31 (45.59) 
5年～10年未満 18 (26.47) 
10年以上  3 (  4.41) 
介護の経験年数
不明  1 (  1.47) 
訪問介護員 1級  2 (  2.94) 
訪問介護員 2級 54 (79.41) 
社会福祉士  4 (  5.88) 
社会福祉主事任用資格  5 (  7.35) 
教員  5 (  7.35) 
保育士  2 (  2.94) 
資格（複数回答）
その他  8 (11.76) 
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12 31 22 0 0 3 
(1) 他者に共感し、相手の立場に立って考える姿勢 
(17.6) (45.6) (32.4) (0.0) (0.0) (4.4) 
7 33 27 0 0 1 (2) あらゆる介護場面に共通する、基礎的な介護の知
識・技術 (10.3) (48.5) (39.7) (0.0) (0.0) (1.5) 
3 40 23 0 1 1 
(3) 介護実践の根拠の理解 
(4.4) (58.8) (33.8) (0.0) (1.5) (1.5) 
10 37 19 0 1 1 (4) 介護を必要とする人の潜在能力を引き出し、活用
発揮させることの意義 (14.7) (54.4) (27.9) (0.0) (1.5) (1.5) 
15 31 19 0 2 1 
(9) 円滑なコミュニケーションの取り方の基本 
(22.1) (45.6) (27.9) (0.0) (2.9) (1.5) 
12 21 19 6 8 2 
(10) 的確な記録・記述の方法について 
(17.6) (30.9) (27.9) (8.8) (11.8) (2.9) 
20 22 22 0 3 1 
(5) 多職種協働によるチームアプローチの必要性 
(29.4) (32.4) (32.4) (0.0) (4.4) (1.5) 
6 21 28 6 5 2 (6) 介護に関する社会保障の制度、施策についての基
本理解 (8.8) (30.9) (41.2) (8.8) (7.4) (2.9) 
15 19 25 3 5 1 (7) 他の職種の役割を理解し、チームに参画する能力
について (22.1) (27.9) (36.8) (4.4) (7.4) (1.5) 
8 27 28 1 3 1 (8) 利用者の生活状態を的確に把握し、自立支援に資
するサービスを総合的、計画的に提供できる能力 (11.8) (39.7) (41.2) (1.5) (4.4) (1.5) 
12 23 24 1 7 1 
(11) 人権擁護の視点、職業倫理について 
(17.6) (33.8) (35.3) (1.5) (10.3) (1.5) 
 
青柳佳子：介護福祉士「資格取得時の到達目標」からみた介護技術講習会の課題 5 




















    度数 （ ％ ） 
必要性を感じる 63 （ 92.6 ） 
必要性を少し感じる 3 （ 4.4 ） 
必要性はあまり感じない 1 （ 1.5 ） 
(1) 今後も基本的な介護技術を身につけるこ
とに対して 
不明 1 （ 1.5 ） 
必要性を感じる 60 （ 88.2 ） 
必要性を少し感じる 4 （ 5.9 ） 
必要性はあまり感じない 2 （ 2.9 ） 
必要性を感じない 1 （ 1.5 ） 
(2) 研修会などへの参加を通して、技術の根
拠となる知識を学ぶことに対して 
不明 1 （ 1.5 ） 
必要性を感じる 58 （ 85.3 ） 
必要性を少し感じる 6 （ 8.8 ） 
必要性はあまり感じない 2 （ 2.9 ） 
必要性を感じない 1 （ 1.5 ） 
(3) 研修会などへの参加を通して、アセスメ
ントの根拠となる知識を学ぶことに対して
不明 1 （ 1.5 ） 
関連付ける必要がある 53 （ 77.9 ） 
関連付ける必要が少しある 11 （ 16.2 ） 
関連付ける必要はあまりない 3 （ 4.4 ） 
(4) 講義や演習で学んだことと、現場での経
験との関連付けについて 
不明 1 （ 1.5 ） 
知識と技術を統合するために必要 62 （ 91.2 ） 
知識と技術を統合するために少し必要 5 （ 7.4 ） 
(5) 技術の裏づけとなる知識や根拠を学習
することについて 
不明 1 （ 1.5 ） 
4 日間では短い 8 （ 11.8 ） 
4 日間では少し短い 14 （ 20.6 ） 
4 日間はちょうどよい 38 （ 55.9 ） 
4 日間では少し長い 5 （ 7.4 ） 
(6) 介護福祉士の資格を取得するための技
術講習会について 
4 日間では長い 3 （ 4.4 ） 
技術を向上させるために役立った 60 （ 88.2 ） 
技術を向上させるために少し役立った 7 （ 10.3 ） 
(7) 自己の技術の向上と講習会の内容につ
いて 
技術を向上させるためにあまり役立たない 1 （ 1.5 ） 
演習の内容は、現場で通用する 32 （ 47.1 ） 
演習の内容は、現場で少し通用する 21 （ 30.9 ） 
演習の内容は、あまり現場で通用しない 10 （ 14.7 ） 
演習の内容は、現場では通用しない 4 （ 5.9 ） 
(8) 現場との関連について 
不明 1 （ 1.5 ） 
学習したコミュニケーションは、現場で通用する 45 （ 66.2 ） 
学習したコミュニケーションは、現場で少し通用する 16 （ 23.5 ） (9) コミュニケーションについて 
学習したコミュニケーションは、あまり現場で通用しない 7 （ 10.3 ） 
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（ 9 ）厚生労働省．第 2 回今後の介護人材養成の
在り方に関する検討会(2010年 4 月)，http://
www.mhlw.go.jp/shingi/2010/04/s0426-5.html











護の時代 3 ，勁草書房，219-235 
 
